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個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 

 

当事業年度の個別業績が、前事業年度の実績値との対比においてその差異が開示基準に達することになりました

ので、お知らせいたします。当社は、当該期間に係る個別の業績予想を公表しておりませんので、対比につきまして

は前事業年度の実績値との比較になっております。 

 

記 

 

１． 2022 年 11 月期（通期）個別業績（2021 年 12 月１日～2022 年 11 月 30 日）と前事業年度実績との差異 

 

(単位：百万円/未満切捨) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 事 業 年 度 実 績 （ Ａ ） 

（ 2 0 2 1 年 1 1 月 期 ） 
1,885 61 596 557 7 円 05 銭 

当 事 業 年 度 実 績 （ Ｂ ） 

（ 2 0 2 2 年 1 1 月 期 ） 
1,843 △86 570 378 4 円 79 銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △41 △147 △26 △178 － 

増  減  率 （ ％ ） △2.2 △241.5 △4.5 △32.0 －   

 

２． 差異が生じた理由 

当社は、事業持株会社として子会社の管理と新規事業の開発を行っております。当事業年度においては、新規

事業として 2021 年 6 月に開始した広域行政ＢＰＯサービスを 2021 年 12 月に会社分割により分社化したため、売

上高が減少しております。 

また、人材ソリューション事業の売上減少に伴い、子会社管理料収入が減少したことも要因となっております。 

 

損益面につきましては、前述の広域行政ＢＰＯサービスの分社化の影響により、営業減益となりました。一方で、

業績が好調な子会社からの受取配当金が増加したため、経常利益は小幅な減少にとどまることとなりました。 

当期純利益につきましては、出資先の超過収益力が減少したと判断されたことによる減損処理の結果、特別損

失として投資有価証券評価損 193 百万円を計上したため、178 百万円の減少となりました。 

 

以 上 
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